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(57)【要約】
【課題】酸性の毛髪化粧料独特の臭いをマスキングでき、かつ長期安定性にも優れた香料
組成物を提供し、さらに、毛髪化粧料が充填されたボトルからの香り立ちが良く、毛髪化
粧料の使用時に香り立ちが良く、さらに使用後の残香性に優れた香料組成物の提供。
【解決手段】成分（Ｅ）泡での香り立ちがよいことを主たる特徴とする香料素材、成分（
Ｆ）瓶口での香り立ちがよいことを主たる特徴とする香料素材、及び成分（Ｇ）残香性の
良いことを主たる特徴とする香料素材から選ばれる少なくとも２種以上を含有し、前記成
分（Ｅ）の含有量は、香料組成物中の１０質量％～７０質量％であり、前記成分（Ｆ）の
含有量は、香料組成物中の５質量％～６０質量％であり、前記成分（Ｇ）の含有量は香料
組成物中の１０質量％～６０質量％である、ｐＨ１～５の毛髪化粧料のための香料組成物
。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の成分（Ｅ）、（Ｆ）及び（Ｇ）から選ばれる少なくとも２種以上を含有し、前記成
分（Ｅ）の含有量は、香料組成物中の１０質量％～７０質量％であり、前記成分（Ｆ）の
含有量は、香料組成物中の５質量％～６０質量％であり、前記成分（Ｇ）の含有量は香料
組成物中の１０質量％～６０質量％である、ｐＨ１～５の毛髪化粧料のための香料組成物
。
（Ｅ）α－アミルシンナミックアルデハイド、アセトフェノン、デカナール、ウンデカナ
ール、ウンデセナール、ドデカナール、２－メチルウンデカナール、オクタナール、ノナ
ナール、プロピオン酸アリルシクロヘキシル、フェノキシ酢酸アリル、アニスアルデハイ
ド、酢酸アニシル、アニシルアセトン、ボルネオール、３－（p-tert-ブチルフェニル）
－プロパナール ）、７－メチル－３，５－ジヒドロ－２Ｈ－ベンゾジオキセピン－３－
オン、酢酸シンナミル、シス４－デセナール、シスジャスモン、シトロネリルオキシアセ
トアルデヒド、ドデカンニトリル、２－メチル－３－（イソプロピルフェニル）－プロパ
ナール（シクラメンアルデヒド）、ジヒドロジャスモン、ジヒドロミルセノール、トリシ
クロデシリデン－４－ブタナール、エチル ２-シクロヘキシルプロピオネート、エチル２
，６，６－トリメチル－１，３－シクロヘキサジエン－１－カルボキシレート、イソ吉草
酸エチル、エチルリナロール、エチルバニリン、オイゲノール、６－エチリデンオクタヒ
ドロ－５，８－メタノ－２Ｈ－１－ベンゾピラン－２－オン、エチル トリシクロデカン-
２-イル カルボキシレート、フラネオール、エチル－３－（ビシクロ［２．２．１］ヘプ
ト－５－エン－２－イル）－３－メチルグリシデート、２－メチル－３－（３，４－メチ
レンジオキシフェニル）－プロパナール、シス－３－ヘキセニルメチルカーボネート、２
－メチル－３－（４－tert－ブチルフェニル）－プロパナール、リナロール、４（３）－
（４－ヒドロキシ－４－メチルペンチル）－３－シクロヘキセン－１－カルボキシアルデ
ヒド、メチルアンスラニレート、メチル β－ナフチルケトン、４（３）－（４－メチル
－３－ペンテニル）－３－シクロヘキセン－１－カルボキシアルデヒド、２－（２－（４
－メチル－３－シクロヘキセン－１－イル）プロピル）シクロペンタノン、ヌートカトン
、フェニルアセトアルデハイド、２－シクロヘキシルプロパナール、８－メトキシトリシ
クロデカン－４－カルボキシアルデハイド、チモール、トランス２－デセナール、トラン
ス２－ヘキサナール、酢酸トリシクロデセニル、プロピオン酸トリシクロデセニル、１－
アセチル－２，６，１０－トリメチルシクロドデカ－２，５，９－トリエン、バニリンか
ら選ばれる少なくとも１つ
（Ｆ）１－オクテン－３－イルアセテート、２，５－デカジエナール、２，４－オクタジ
エナール、２，６－ノナジエナール、２－メチル－４－プロピオネート、１，３－オキサ
チアン、２－メチル酪酸２－メチルブチル、イソ吉草酸２－メチルブチル、枯草酸２－メ
チルブチル、アセチルセドレン［エタノン，１－（２，３，４，７，８，８ａ－ヘキサハ
イドロ－３，６，８，８－テトラメチル－１Ｈ－３ａ，７－メタノアズレン－５－イル）
－］、α－ダマスコン、ヘキサノール、ヘキサナール、ヘプタナール、アリルヨノン、ヘ
プタン酸アリル、ヘキサン酸アリル、α－ピネン、α－ターピネン、β－ダマスコン、ベ
ンズアルデハイド、ベンジルアセテート、プロピオン酸ベンジル、カンファー、２－メチ
ル－３－（パラ－メトキシフェニル）－プロピルアルデハイド、セドレン、３－プロピル
ビシクロ［２．２．１］ヘプト－５－エン－２－カルバルデハイド、シンナミックアルコ
ール、シス３－ヘキセノール、プロピオン酸シス３－ヘキセニル、シトラール、シトロネ
ラール、シトロネロール、シトロネリルニトリル、リモネンのチオール付加体、リモネン
のチオール置換体、シクロペンチリデン酢酸メチル、酢酸ジメチルベンジルカルビニル、
１－（２，６，６－トリメチル－１，３－シクロヘキサジエン－１－イル）－２－ブテン
－１－オン、１－（２，６，６－トリメチル－３－シクロヘキセン－１ーイル）－２－ブ
テン－１－オン、エチルマルトール、トリメチルヘキサン酸エチル、２－メチル酪酸エチ
ル、酪酸エチル、ヘプタン酸エチル、ヘキサン酸エチル、ノナン酸エチル、オクタン酸エ
チル、プロピオン酸エチル、枯草酸エチル、フェンチョン、ｐ-エチル－２，２－ジメチ
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ルヒドロシンナムアルデヒド、エチル ２－tert－ブチルシクロヘキシルカーボネート、
２－sec－ブチルシクロヘキサノン、エチル－２－メチル－１，３－ジオキソラン－２－
アセテート、ゲラニオール、ゲラニルニトリル、３－メチル－５－プロプ－２－シクロヘ
キセン－１－オン、ヘキシルシンナミックアルデハイド、ヘプチルシクロペンタノン、イ
ロン、サリチル酸イソブチル、１－（２，４，４－トリメチル－２－シクロヘキセン－１
－イル）－２－ブテン－１－オン、Ｌ－カルボン、３，７－ジメチル－２（３），６－ノ
ナジエンニトリル、リモネン、Ｌ－メントール、メントン、マルトール、３－メチル－５
－フェニルペンタナール、ジヒドロジャスモン酸メチル、安息香酸メチル、酪酸メチル、
ゲラニル酸メチル、オクタン酸メチル、サリチル酸メチル、吉草酸メチル、酪酸ブチル、
酢酸ヘキシル、ヘキシルシクロペンタノン、吉草酸アミル、酪酸アミル、プロピオン酸ア
ミル、オルトメトキシシンナミックアルデハイド、酢酸ｏ－tert－ブチルシクロヘキシル
、パラアミルシクロヘキサノン、パラサイメン、フェニルエチルアルコール、プロピオン
酸フェニルエチル、フェニルヘキサノール、酢酸フェニルプロピル、４－メチルトリシク
ロ［６．２．１．０2,7］ウンデカン－５－オン、ｐ－メンタン－８－チオール－３－オ
ン、酢酸ｐ－tert－ブチルシクロヘキシル、酢酸スチラリル、ターピネオール、テルピノ
ーレン、プロピオン酸ターピニル、トランス２－ヘキサナール、酢酸トランス２－ヘキセ
ニル、トリメチルヘキサナール、２，４－ジメチル－３－シクロヘキセニルカルボキシア
ルデヒド、２，２，５－トリメチル－５－ペンチルシクロペンタノン、４－シクロヘキシ
ル－４－メチル－２－ペンタノンから選ばれる少なくとも１つ
（Ｇ）アンスラニル酸アリル、１－（２－tert－ブチルシクロヘキシロキシ）－２－ブタ
ノール、７－シクロヘキサデセノライド(アンブレットライド)、（３α，６，６，９α－
テトラメチルドデカハイドロナフト［２，１－ｂ］フラン、２－エチル－４－（２，２，
３－トリメチル－３－シクロペンテン－１－イル）－２－ブテン－１－オール、ベンゾフ
ェノン、ベンジルアルコール、カリオフィレン、６，７－ジヒドロ－１，１，２，３，３
－ペンタメチル－４（５Ｈ）－インダノン、４－アセチル－６－tert－ブチル－１，１－
ジメチルインダン、アンスラニル酸シス３－ヘキセニル、サリチル酸シス４－ヘキセニル
、クマリン、シクロペンタデカノン、ダイナスコン、３－メチル－５－（２，２，３－ト
リメチル－３－シクロペンテン－１－イル）－４－ペンテン－２－オール、サリチル酸エ
チル、酢酸オイゲノール、ゲラニルシクロペンタノン、オキサシクロヘキサデセン－２－
オン、ヘリオトロピン、へリオトロピルアセトン、ヘキサデカノライド、α－ヨノン、β
－ヨノン、７－アセチル－１，２，３，４，５，６，７，８－オクタヒドロ－１，１，６
，７－テトラメチルナフタレン、アンスラニル酸イソブチル、酢酸イソオイゲノール、δ
－デカラクトン、メチルヨノンアルファ、メチルヨノンガンマ、３－メチルシクロペンタ
デセノン、３－メチルシクロペンタデカノン（ムスコン）、エチレンドデカンジオエート
、ムスクケトン、１１－オキサ－１６－ヘキサデカノライド、５－シクロヘキサデセン－
１－オン、アンスラニル酸ブチル、サリチル酸ヘキシル、サリチル酸アミル、１０－オキ
サ－１６－ヘキサデカノライド、４，６，６，７，８，８－ヘキサメチル－１，３，４，
６，７，８－ヘキサヒドロシクロペンタベンゾピラン、６－アセチル－１，１，２，４，
４，７－ヘキサテトラリン、シス８－シクロヘキサデセノライド、３－メチル－５－（２
，２，３－トリメチル－３－シクロペンテン－１－イル）－ペンタン－２－オール、２－
メチル－４－（２，２，３－トリメチル－３－シクロペンテン－１－イル）－２－ブテン
－１－オール、４－（パラハイドロキシフェニル）－２－ブタノン、３，３－ジメチル－
５－（２，２，３－トリメチル－３－シクロペンテン－１－イル）－４－ペンテン－２－
オール、２－シクロヘキシリデン－２－フェニルアセトニトリル、シクロペンタデカノラ
イドから選ばれる少なくとも１つ
【請求項２】
　請求項１に記載の成分（Ｅ）と、（Ｆ）と、（Ｇ）とからなる、ｐＨ１～５の毛髪化粧
料のための香料組成物。
【請求項３】
　前記成分（Ｅ）の含有量は、香料組成物中の１０質量％～７０質量％であり、前記成分
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（Ｆ）の含有量は、香料組成物中の５質量％～６０質量％であり、前記成分（Ｇ）の含有
量は、香料組成物中の１０質量％～６０質量％である請求項２に記載のｐＨ１～５の毛髪
化粧料のための香料組成物。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか１項に記載の香料組成物を含有するｐＨ１～５の毛髪化粧料
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はｐＨ１～５の毛髪化粧料に配合した場合でも、酸臭に対するマスキング効果が
高く、高温での長期保存安定性も良好で、かつ毛髪化粧料が充填されたボトルからの香り
立ちが良く、毛髪化粧料の使用時に香り立ちが良く、さらに使用後の残香性に優れた香料
組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の毛髪化粧料は、通常、ｐＨが中性領域にあり、酸はほとんど配合されていないた
め、基剤による酸臭の問題は発生しなかった。また毛髪化粧料に配合される香料も酸性領
域における安定性は問題にされなかった。
【０００３】
　近年、消費者のニーズの変更に伴い、機能付与のために毛髪化粧料を酸性領域にする開
発が行われている。酸性毛髪化粧料は独特の酸臭が生じる。そのため、このような酸性の
毛髪化粧料の基剤の臭いに対するマスキングが必要になった。
【０００４】
　一方、酸性の毛髪化粧料は、低いｐＨであるために、従来の毛髪化粧料に配合された香
料をそのまま配合すると、臭いのバランスが崩れ、異臭が発生するという問題が生じてい
た。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－１４３４５３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、酸性の毛髪化粧料独特の臭いをマスキングでき、かつ長期安定性にも優れた
香料組成物を提供し、さらに、毛髪化粧料が充填されたボトルからの香り立ちが良く、毛
髪化粧料の使用時に香り立ちが良く、さらに使用後の残香性に優れた香料組成物を提供す
ることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　そこで本発明者は、種々検討したところ、一定量のムスク類と特定の化学構造を有する
成分とを組み合せると、酸性の毛髪化粧料独特の臭いをマスキングでき、かつ長期安定性
にも優れた香料組成物が得られることを見出した。
【０００８】
　すなわち、本発明は、次の成分（Ａ）及び（Ｂ）、又は（Ａ）及び（Ｃ）、又は（Ａ）
、（Ｂ）及び（Ｃ）を含有し、ｐＨ１～５の毛髪化粧料に配合される香料組成物を提供す
るものである。
（Ａ）ムスク類　　　０．１～７０質量％、
（Ｂ）下記（ｉ）～（ｖ）から選ばれる化合物の１種以上　０．００１～８０質量％
（ｉ）式（１）
【０００９】
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　　Ｒ1－ＣＯＯＲ2　　　（１）
【００１０】
（式中、Ｒ1は炭素数２～１４の炭化水素基であって、炭素－炭素結合の間に酸素原子又
は窒素原子が挿入されていてもよい直鎖、分岐鎖又は環状の基を示し；Ｒ2は炭素数１～
１５の炭化水素基であって、炭素－炭素結合の間に酸素原子又は窒素原子が挿入されてい
てもよい直鎖、分岐鎖又は環状の基を示す）
で表される化合物、
（ii）式（２）
【００１１】
　　Ｒ3－ＣＯＯＲ4　　　（２）
【００１２】
（式中、Ｒ3は水素原子又はメチル基を示し；Ｒ4は式（２）中のエステル基のエーテル結
合のα－炭素又はβ－炭素が分岐鎖を有する炭化水素基又は環状炭化水素基を示す）
で表される化合物、
（iii）総炭素数５～１４のラクトン類、
（iv）環状又は鎖状骨格を有する総炭素数５～１４のケトン化合物、
（ｖ）総炭素数５～１４のアルデヒド類、
（Ｃ）総炭素数５～１５の炭化水素　　　０．０１～９０質量％。
　また、本発明は、上記香料組成物を含有するｐＨ１～５の毛髪化粧料を提供するもので
ある。
【００１３】
　一方、ｐＨ１～５の酸性の毛髪化粧料における香料組成物においては、基剤に由来する
酸臭をマスキングし、長期の保存安定性が良好なことは基本事項として重要である。更に
消費者が毛髪化粧料を快く使用でき、かつ商品の魅力を高めるためには、次の３つの場面
の香りが良好であることが重要である。
１．店頭でのブランドの重要な選択要因の一つとなる、ボトル口での香りが良好なこと。
２．毛髪化粧料の使用時に良好な香りがすること。
３．使用後の毛髪に残った香りが適度な強さで、良好なこと。
【００１４】
　本発明は、次の成分（Ｅ）、（Ｆ）及び（Ｇ）から選ばれる少なくとも２種以上を含有
し、前記成分（Ｅ）の含有量は、香料組成物中の１０質量％～７０質量％であり、前記成
分（Ｆ）の含有量は、香料組成物中の５質量％～６０質量％であり、前記成分（Ｇ）の含
有量は香料組成物中の１０質量％～６０質量％である、ｐＨ１～５の毛髪化粧料のための
香料組成物である。
【００１５】
（Ｅ）α－アミルシンナミックアルデハイド、アセトフェノン、デカナール、ウンデカナ
ール、ウンデセナール、ドデカナール、２－メチルウンデカナール、オクタナール、ノナ
ナール、プロピオン酸アリルシクロヘキシル、フェノキシ酢酸アリル、アニスアルデハイ
ド、酢酸アニシル、アニシルアセトン、ボルネオール、３－（p-tert-ブチルフェニル）
－プロパナール（Quest社商品名：ブージョナール）、７－メチル－３，５－ジヒドロ－
２Ｈ－ベンゾジオキセピン－３－オン（Pfizer社商品名：カロン）、酢酸シンナミル、シ
ス４－デセナール、シスジャスモン、シトロネリルオキシアセトアルデヒド、ドデカンニ
トリル（IFF商品名：クロナール）、２－メチル－３－（イソプロピルフェニル）－プロ
パナール（シクラメンアルデヒド）、ジヒドロジャスモン、ジヒドロミルセノール、トリ
シクロデシリデン－４－ブタナール（Quest社商品名：デュピカール)、エチル ２－シク
ロヘキシルプロピオネート（花王社商品名：ポアレネート）、エチル ２，６，６－トリ
メチル－１，３－シクロヘキサジエン－１－カルボキシレート（Quest社商品名：エチル
サフラネート)、イソ吉草酸エチル、エチルリナロール、エチルバニリン、オイゲノール
、６－エチリデンオクタヒドロ－５，８－メタノ－２Ｈ－１－ベンゾピラン－２－オン（
Firmenich社商品名：フロレックス）、エチル トリシクロデカン-2-イル カルボキシレー
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ト (花王社商品名：フルテート)、フラネオール、エチル－３－（ビシクロ［２．２．１
］ヘプト－５－エン－２－イル）－３－メチルグリシデート（Firmenich社商品名：グリ
コメル）、２－メチル－３－（３，４－メチレンジオキシフェニル）－プロパナール（IF
F社商品名：ヘリオナール）、シス－３－ヘキセニルメチルカーボネート（IFF社商品名：
リファローム）、２－メチル－３－（４－tert－ブチルフェニル）－プロパナール（Giva
udan社商品名：リリアール）、リナロール、４（３）－（４－ヒドロキシ－４－メチルペ
ンチル）－３－シクロヘキセン－１－カルボキシアルデヒド（IFF社商品名：リラール）
、メチルアンスラニレート、メチル β－ナフチルケトン、４（３）－（４－メチル－３
－ペンテニル）－３－シクロヘキセン－１－カルボキシアルデヒド（IFF社商品名：マイ
ラックアルデヒド）、２－（２－（４－メチル－３－シクロヘキセン－１－イル）プロピ
ル）シクロペンタノン（Givaudan社商品名：ネクタリル）、ヌートカトン、フェニルアセ
トアルデハイド、２－シクロヘキシルプロパナール（花王社商品名：ポレナールII）、８
－メトキシトリシクロデカン－４－カルボキシアルデハイド（Firmenich社商品名：セン
テナール）、チモール、トランス２－デセナール、トランス２－ヘキサナール、酢酸トリ
シクロデセニル、プロピオン酸トリシクロデセニル、１－アセチル－２，６，１０－トリ
メチルシクロドデカ－２，５，９－トリエン（IFF社商品名：トリモフィクス）、バニリ
ン
【００１６】
（Ｆ）１－オクテン－３－イルアセテート、２，５－デカジエナール、２，４－オクタジ
エナール、２，６－ノナジエナール、２－メチル－４－プロピオネート、１，３－オキサ
チアン、２－メチル酪酸２－メチルブチル、イソ吉草酸２－メチルブチル、枯草酸２－メ
チルブチル、アセチルセドレン［エタノン，１－（２，３，４，７，８，８ａ－ヘキサハ
イドロ－３，６，８，８－テトラメチル－１Ｈ－３ａ，７－メタノアズレン－５－イル）
－］、α－ダマスコン、ヘキサノール、ヘキサナール、ヘプタナール、アリルヨノン、ヘ
プタン酸アリル、ヘキサン酸アリル、α－ピネン、α－ターピネン、β－ダマスコン、ベ
ンズアルデハイド、ベンジルアセテート、プロピオン酸ベンジル、カンファー、２－メチ
ル－３－（パラ－メトキシフェニル）－プロピルアルデハイド（IFF社商品名：カントキ
サール）、セドレン、３－プロピルビシクロ［２．２．１］ヘプト－５－エン－２－カル
バルデハイド（Quest社商品名：クリサンタール）、シンナミックアルコール、シス３－
ヘキセノール、プロピオン酸シス３－ヘキセニル、シトラール、シトロネラール、シトロ
ネロール、シトロネリルニトリル、リモネンのチオール付加体又は置換体（例としてProd
asynth社商品名：コープスパンプルムス）、シクロペンチリデン酢酸メチル、酢酸ジメチ
ルベンジルカルビニル、１－（２，６，６－トリメチル－１，３－シクロヘキサジエン－
１－イル）－２－ブテン－１－オン（Firmenich社商品名：ダマセノン）、１－（２，６
，６－トリメチル－３－シクロヘキセン－１ーイル）－２－ブテン－１－オン（IFF商品
名：デルタダマスコン）、エチルマルトール、トリメチルヘキサン酸エチル、２－メチル
酪酸エチル、酪酸エチル、ヘプタン酸エチル、ヘキサン酸エチル、ノナン酸エチル、オク
タン酸エチル、プロピオン酸エチル、枯草酸エチル、フェンチョン、ｐ-エチル－２，２
－ジメチルヒドロシンナムアルデヒド (IFF社商品名：フローラロゾン)、エチル ２－ter
t－ブチルシクロヘキシルカーボネート (花王社商品名：フロラマット)、２－sec－ブチ
ルシクロヘキサノン（Givaudan社商品名：フレスコメンテ）、エチル－２－メチル－１，
３－ジオキソラン－２－アセテート、ゲラニオール、ゲラニルニトリル、３－メチル－５
－プロプ－２－シクロヘキセン－１－オン（Dragoco社商品名：グラベノン）、ヘキシル
シンナミックアルデハイド、ヘプチルシクロペンタノン、イロン、サリチル酸イソブチル
、１－（２，４，４－トリメチル－２－シクロヘキセン－１－イル）－２－ブテン－１－
オン（Dragoco社商品名：イソダマスコン）、Ｌ－カルボン、３，７－ジメチル－２（３
），６－ノナジエンニトリル（Givaudan社商品名：レモニル）、リモネン、Ｌ－メントー
ル、メントン、マルトール、３－メチル－５－フェニルペンタナール（Quest社商品名：
メフラナール）、ジヒドロジャスモン酸メチル、安息香酸メチル、酪酸メチル、ゲラニル
酸メチル、オクタン酸メチル、サリチル酸メチル、吉草酸メチル、酪酸ブチル、酢酸ヘキ
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シル、ヘキシルシクロペンタノン、吉草酸アミル、酪酸アミル、プロピオン酸アミル、オ
ルトメトキシシンナミックアルデハイド、酢酸ｏ－tert－ブチルシクロヘキシル、パラア
ミルシクロヘキサノン、パラサイメン、フェニルエチルアルコール、プロピオン酸フェニ
ルエチル、フェニルヘキサノール、酢酸フェニルプロピル、４－メチルトリシクロ［６．
２．１．０2,7］ウンデカン－５－オン（Firmenich社商品名：プリカトン）、ｐ－メンタ
ン－８－チオール－３－オン、酢酸ｐ－tert－ブチルシクロヘキシル、酢酸スチラリル、
ターピネオール、テルピノーレン、プロピオン酸ターピニル、トランス２－ヘキサナール
、酢酸トランス２－ヘキセニル、トリメチルヘキサナール、２，４－ジメチル－３－シク
ロヘキセニルカルボキシアルデヒド（IFF社商品名：トリプラール）、２，２，５－トリ
メチル－５－ペンチルシクロペンタノン（Firmenich社商品名：ベルートン）、４－シク
ロヘキシル－４－メチル－２－ペンタノン（Quest社商品名：ベチバートン）
【００１７】
（Ｇ）アンスラニル酸アリル、１－（２－tert－ブチルシクロヘキシロキシ）－２－ブタ
ノール（花王商品名：アンバーコアー）、７－シクロヘキサデセノライド(アンブレット
ライド)、（３α，６，６，９α－テトラメチルドデカハイドロナフト［２，１－ｂ］フ
ラン（花王社商品名：アンブロキサン）、２－エチル－４－（２，２，３－トリメチル－
３－シクロペンテン－１－イル）－２－ブテン－１－オール（IFF商品名：バクダノール
、Givaudan社商品名：バンガロール）、ベンゾフェノン、ベンジルアルコール、カリオフ
ィレン、６，７－ジヒドロ－１，１，２，３，３－ペンタメチル－４（５Ｈ）－インダノ
ン（IFF社商品名：カシュメラン）、４－アセチル－６－tert－ブチル－１，１－ジメチ
ルインダン（IFF社商品名：セレストリド）、アンスラニル酸シス３－ヘキセニル、サリ
チル酸シス４－ヘキセニル、クマリン、シクロペンタデカノン、ダイナスコン、３－メチ
ル－５－（２，２，３－トリメチル－３－シクロペンテン－１－イル）－４－ペンテン－
２－オール（Givaudan社商品名：エバノール)、サリチル酸エチル、酢酸オイゲノール、
ゲラニルシクロペンタノン、オキサシクロヘキサデセン－２－オン（Firmenich社商品名
：ハバノライド）、ヘリオトロピン、へリオトロピルアセトン、ヘキサデカノライド、α
－ヨノン、β－ヨノン、７－アセチル－１，２，３，４，５，６，７，８－オクタヒドロ
－１，１，６，７－テトラメチルナフタレン（IFF社商品名：イソ・イー・スーパー）、
アンスラニル酸イソブチル、酢酸イソオイゲノール、δ－デカラクトン、メチルヨノンア
ルファ、メチルヨノンガンマ、３－メチルシクロペンタデセノン（Firmenich社商品名：
ムセノン）、３－メチルシクロペンタデカノン（ムスコン）、エチレンドデカンジオエー
ト (高砂香料工業社商品名：ムスクＣ－１４）、ムスクケトン、１１－オキサ－１６－ヘ
キサデカノライド（Quest社商品名：ムスク R1）、５－シクロヘキサデセン－１－オン（
曽田香料社商品名：ムスクＴＭ２）、アンスラニル酸ブチル、サリチル酸ヘキシル、サリ
チル酸アミル、１０－オキサ－１６－ヘキサデカノライド (高砂香料工業社商品名：オキ
サライド）、４，６，６，７，８，８－ヘキサメチル－１，３，４，６，７，８－ヘキサ
ヒドロシクロペンタベンゾピラン（花王社商品名：パールライド）、６－アセチル－１，
１，２，４，４，７－ヘキサテトラリン（PFW社商品名：トナリド）、シス８－シクロヘ
キサデセノライド (Synarom社商品名：セントライド]、３－メチル－５－（２，２，３－
トリメチル－３－シクロペンテン－１－イル）－ペンタン－２－オール （Givaudan社商
品名：サンダロール)、２－メチル－４－（２，２，３－トリメチル－３－シクロペンテ
ン－１－イル）－２－ブテン－１－オール（花王社商品名：サンダルマイソルコア）、４
－（パラハイドロキシフェニル）－２－ブタノン（高砂香料工業社商品名：ラズベリーケ
トン）、３，３－ジメチル－５－（２，２，３－トリメチル－３－シクロペンテン－１－
イル）－４－ペンテン－２－オール（Firmenich社商品名：ポリサントール）、２－シク
ロヘキシリデン－２－フェニルアセトニトリル（Givaudan社商品名：ペオニル）、シクロ
ペンタデカノライド（曽田香料社商品名：ペンタライド）。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明香料組成物は、ｐＨ１～５の毛髪化粧料特有の臭いのマスキング効果に優れ、か
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つ高温条件下の長期安定性にも優れているので、これを配合した酸性毛髪化粧料は長期間
良好な香りが維持される。
　成分（Ｅ）～（Ｇ）を香料組成物にバランス良く配合することにより、ｐＨ１～５の毛
髪化粧料においても安定して良い香りを保持でき、かつ毛髪化粧料の使用時に香り立ちが
良く、さらに使用後の残香性に優れ、加えて、毛髪化粧料が充填された状態（ボトル口）
での香り立ちもよいｐＨ１～５の毛髪化粧料用香料組成物を得ることができる。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明の香料組成物に用いられる成分（Ａ）のムスク類としては、合成ムスクが挙げら
れる。具体的にはムスコン、ジベトン、シクロペンタデカノン、５－シクロヘキサデセン
－１－オン、シクロペンタデカノリド、アンブレトリド、１２－ケトシクロペンタデカノ
リド、シクロヘキサデカノリド、７－シクロヘキサデカノリド、１２－オキサ－１６－ヘ
キサデカノリド、１１－オキサ－１６－ヘキサデカノリド、１０－オキサ－１６－ヘキサ
デカノリド、エチレンブラシレート、３－メチルシクロペンタデセノン（ムセノン、ＮＦ
）、シクロペンタデセノリド（pentalide）、エチレンドデカンジオエート、ムスクケト
ン、６－アセチルヘキサメチルインダン（ファントリド；Polaks Frutal商品名）、４－
アセチルジメチル－ｔ－ブチルインダン（セレストリド；IFF商品名）、５－アセチルテ
トラメチルイソプロピルインダン（トラセオライド；Quest商品名）、６－アセチルヘキ
サテトラリン（トナリド；Polaks Frutal商品名）、テトラメチル－６－エチル－７－ア
セチル－テトラヒドロナフタレン（ベルサリド；Givaudan-Roure商品名）、ホルミルエチ
ルテトラメチルテトラリン、アセチルジメチルテトラヒドロベンズインダノン（ビタライ
ド；高砂香料工業（株）商品名）、ヘキサメチルヘキサヒドロシクロペンタベンゾピラン
（ガラクソリド；IFF商品名）、３－メチルシクロペンタデセノン（ムセノン；Firmenich
）等が挙げられる。これらの合成ムスクのうち、ムスコン、アンブレトリド、エチレンブ
ラシレート、ムスクケトン、３－メチルシクロペンタデセノン（ムセノン、ＮＦ）、シク
ロペンタデセノリド（pentalide）、ヘキサメチルヘキサヒドロシクロペンタベンゾピラ
ン（ガラクソリド；IFF商品名）、３－メチルシクロペンタデセノン（ムセノン；Firmeni
ch）が特に好ましい。
【００２０】
　ムスク類の含有量は、酸臭のマスキングに充分な量と他の素材との香りの調和を図り、
香りに柔らかさを出す観点から、香料組成物中０．１～７０質量％、さらに１～５０質量
％、特に２～４０質量％が好ましい。
【００２１】
　本発明に用いられる成分（Ｂ）は、前記（ｉ）～（ｖ）から選ばれる化合物の１種以上
であるが、２種以上の化合物を組み合せるのが特に好ましい。
【００２２】
　成分（Ｂ）（ｉ）式（１）中、Ｒ1及びＲ2で示される基としては、直鎖、分岐鎖又は環
状の炭化水素基及び炭素－炭素結合の間に酸素原子又は窒素原子が挿入された直鎖、分岐
鎖又は環状の炭化水素基を有する基が挙げられる。ここで、炭化水素基には飽和及び不飽
和のものが含まれ、環状炭化水素には、飽和、不飽和及び芳香族の環状炭化水素基が含ま
れる。また、炭素－炭素結合の間に挿入される原子としては、酸素原子、窒素原子が挙げ
られるが、酸素原子が好ましい。酸素原子を含む好ましい結合形態は鎖状エーテル及び環
状エーテルを含むエーテル結合である。このうちＲ1は炭素数２～１４のものであり、Ｒ2

は炭素数１～１５のものである。
【００２３】
　Ｒ1及びＲ2の好ましい例としては、アルキル基、アルケニル基、環状炭化水素基、環状
炭化水素基－アルキル基、環状炭化水素基－アルケニル基、芳香族炭化水素基、芳香族炭
化水素－アルキル基、芳香族炭化水素－アルケニル基、モノ又はテルペン系基が挙げられ
る。
【００２４】
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　式（１）の化合物の例としては、テルペン系エステル類、脂肪族エステル類、芳香族エ
ステル類が挙げられる。式（１）のテルペン系エステル類の例としては、プロピオン酸シ
トロネリル、プロピオン酸ゲラニル、プロピオン酸リナリル、プロピオン酸テルピニル、
プロピオン酸ロジニル、プロピオン酸ネリル、プロピオン酸カルビル、プロピオン酸メン
チル、プロピオン酸ボルニル、プロピオン酸イソボルニル、酪酸リナリル、酪酸ゲラニル
、酪酸シトロネリル、酪酸ロジニル、酪酸ネリル、酪酸テルペニル、酪酸サンタリル、イ
ソ酪酸シトロネリル、イソ酪酸ゲラニル、イソ酪酸リナリル、イソ酪酸ロジニル、イソ酪
酸ネリル、イソ酪酸テルピニル、イソ吉草酸リナリル、イソ吉草酸シトロネリル、イソ吉
草酸ゲラニル、イソ吉草酸メンチル、イソ吉草酸テルピニル、ヘキサン酸リナリル、ヘキ
サン酸シトロネリル、ヘキサン酸ゲラニル、オクタン酸リナリル、チグリン酸シトロネリ
ル、安息香酸ゲラニル、安息香酸リナリル、フェニル酢酸ゲラニル、フェニル酢酸シトロ
ネリル、フェニル酢酸ロジニル、フェニル酢酸メンチル、桂皮酸リナリル、チグリン酸ゲ
ラニル、ゲラン酸メチル、ゲラン酸エチル、シクロゲラン酸メチル、シクロゲラン酸エチ
ル、シュウ酸エチルシトロネリル等が挙げられる。
【００２５】
　式（１）の脂肪族エステル類としてはプロピオン酸エチル、プロピオン酸プロピル、プ
ロピオン酸アリル、プロピオン酸ブチル、プロピオン酸イソブチル、プロピオン酸イソア
ミル、プロピオン酸ヘキシル、プロピオン酸シス－３－ヘキセニル、プロピオン酸トラン
ス－２－ヘキセニル、プロピオン酸デセニル、プロピオン酸トリシクロデセニル、酪酸メ
チル、酪酸エチル、酪酸プロピル、酪酸イソプロピル、酪酸アリル、酪酸ブチル、酪酸イ
ソブチル、酪酸アミル、酪酸イソアミル、酪酸ヘキシル、酪酸ヘプチル、酪酸シス－３－
ヘキセニル、酪酸トランス－２－ヘキセニル、酪酸オクチル、プロピレングリコールジブ
チレート、酪酸シクロヘキシル、酪酸テトラヒドロフルフリル、イソ酪酸メチル、イソ酪
酸エチル、イソ酪酸プロピル、イソ酪酸イソプロピル、イソ酪酸ブチル、イソ酪酸イソブ
チル、イソ酪酸イソアミル、イソ酪酸ヘキシル、イソ酪酸シス－３－ヘキセニル、イソ酪
酸２，４－ヘキサジエニル、イソ酪酸１，３－ジメチル－３－ブテニル、イソ酪酸オクチ
ル、イソ酪酸トリシクロデセニル、２－メチル酪酸メチル、２－メチル酪酸エチル、２－
メチル酪酸２－メチルブチル、２－メチル酪酸ヘキシル、２－メチル酪酸シス－３－ヘキ
セニル、２－エチル酪酸アリル、３－ヒドロキシ酪酸エチル、吉草酸メチル、吉草酸エチ
ル、吉草酸プロピル、吉草酸ブチル、吉草酸イソブチル、吉草酸アミル、吉草酸シス－３
－ヘキセニル、イソ吉草酸メチル、イソ吉草酸エチル、イソ吉草酸プロピル、イソ吉草酸
イソプロピル、イソ吉草酸アリル、イソ吉草酸ブチル、イソ吉草酸イソブチル、イソ吉草
酸イソアミル、イソ吉草酸２－メチルブチル、イソ吉草酸ヘキシル、イソ吉草酸ヘプチル
、エチル トリシクロ［５．２．１．０2,6］デカン－２－イル カルボキシレート（フル
テート；KAO）、エチル ２－シクロヘキシルプロピオネート（ポアレネート；KAO）等が
挙げられる。好ましくは、プロピオン酸ブチル、酪酸エチル、酪酸プロピル、酪酸イソプ
ロピル、酪酸ブチル、酪酸イソブチル、酪酸アミル、酪酸イソアミル、酪酸シス－３－ヘ
キセニル、イソ酪酸エチル、イソ酪酸ブチル、イソ酪酸イソブチル、２－メチル酪酸エチ
ル、２－メチル酪酸２－メチルブチル、吉草酸エチル、吉草酸ブチル、吉草酸イソブチル
、吉草酸アミル、イソ吉草酸エチル、イソ吉草酸ブチル、イソ吉草酸イソブチル、イソ吉
草酸イソアミル、イソ吉草酸２－メチルブチル、エチル トリシクロ［５．２．１．０2,6

］デカン－２－イル カルボキシレート（フルテート；KAO）、エチル ２－シクロヘキシ
ルプロピオネート（ポアレネート；KAO）である。
【００２６】
　式（１）の芳香族エステル類としては、ベンジルアセト酢酸エチル、プロピオン酸ベン
ジル、プロピオン酸スチラリル、プロピオン酸アニシル、プロピオン酸フェニルエチル、
プロピオン酸シンナミル、プロピオン酸フェニルプロピル、プロピオン酸ジメチルベンジ
ルカルビニル、プロピオン酸フェノキシエチル、プロピレングリコールジプロピオネート
、３－ヒドロキシ－３－フェニルプロピオン酸エチル、フランプロピオン酸イソブチル、
酪酸ベンジル、酪酸シンナミル、酪酸フェニルエチル、酪酸ジメチルベンジルカルビニル
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、イソ酪酸ベンジル、イソ酪酸ｐ－クレジル、イソ酪酸シンナミル、イソ酪酸フェニルエ
チル、イソ酪酸フェノキシエチル、イソ酪酸フェニルプロピル、イソ酪酸スチラリル、イ
ソ酪酸ジメチルベンジルカルビニル、イソ酪酸ジメチルフェニルエチルカルビニル、イソ
酪酸デカヒドロ－β－ナフチル、２－メチル酪酸ベンジル、２－メチル酪酸フェニルエチ
ル、吉草酸ベンジル、吉草酸フェニルエチル、吉草酸フルフリル、イソ吉草酸ベンジル、
イソ吉草酸シンナミル、イソ吉草酸フェニルエチル、イソ吉草酸フェニルプロピル、ヘキ
サン酸ベンジル、オクタン酸ベンジル、オクタン酸フェニルエチル、オクタン酸ｐ－クレ
ジル、ノナン酸フェニルエチル、ドデカン酸ベンジル（ラウリン酸ベンジル）、安息香酸
メチル、安息香酸エチル、安息香酸プロピル、安息香酸イソプロピル、安息香酸アリル、
安息香酸イソブチル、安息香酸イソアミル、安息香酸プレニル、安息香酸ヘキシル、安息
香酸シス－３－ヘキセニル、安息香酸ベンジル、安息香酸フェニルエチル、ｏ－メトキシ
安息香酸エチル、ジヒドロキシジメチル安息香酸メチル、フェニル酢酸メチル、フェニル
酢酸エチル、フェニル酢酸プロピル、フェニル酢酸イソプロピル、フェニル酢酸ブチル、
フェニル酢酸イソブチル、フェニル酢酸イソアミル、フェニル酢酸ヘキシル、フェニル酢
酸シス－３－ヘキセニル、フェニル酢酸ベンジル、フェニル酢酸フェニルエチル、フェニ
ル酢酸ｐ－クレジル、フェニル酢酸オイゲニル、フェニル酢酸イソオイゲニル、桂皮酸メ
チル、桂皮酸エチル、桂皮酸プロピル、桂皮酸イソプロピル、桂皮酸アリル、桂皮酸イソ
ブチル、桂皮酸イソアミル、桂皮酸ベンジル、桂皮酸シンナミル、桂皮酸フェニルエチル
、フタル酸ジメチル、フタル酸ジエチル、サリチル酸メチル、サリチル酸エチル、サリチ
ル酸ブチル、サリチル酸イソブチル、サリチル酸アミル、サリチル酸イソアミル、サリチ
ル酸アリル、サリチル酸ヘキシル、サリチル酸シス－３－ヘキセニル、サリチル酸シクロ
ヘキシル、サリチル酸フェニル、サリチル酸ベンジル、サリチル酸フェニルエチル、サリ
チル酸ｐ－クレジル、フェノキシ酢酸アリル、フェニルプロピオン酸エチル、チグリン酸
ベンジル、チグリン酸フェニルエチル、チグリン酸シンナミル、アンゲリカ酸ベンジル、
アンゲリカ酸フェニルエチル、アンゲリカ酸シンナミル、アンゲリカ酸フェニル等が挙げ
られる。
【００２７】
　好ましくは、イソ吉草酸ベンジル、イソ吉草酸シンナミル、イソ吉草酸フェニルエチル
、安息香酸エチル、安息香酸プロピル、安息香酸イソプロピル、安息香酸アリル、安息香
酸イソブチル、安息香酸イソアミル、安息香酸プレニル、安息香酸ヘキシル、安息香酸シ
ス－３－ヘキセニル、安息香酸ベンジル、安息香酸フェニルエチル、桂皮酸メチル、桂皮
酸エチル、サリチル酸メチル、サリチル酸エチル、サリチル酸アミル、サリチル酸イソア
ミル、サリチル酸ヘキシル、サリチル酸シス－３－ヘキセニルである。
　成分（Ｂ）（ｉ）の含有量は香料組成物中０．００１～８０質量％、好ましくは１～８
０質量％、特に好ましくは、１．５～６０質量％である。
【００２８】
　成分（Ｂ）（ii）式（２）中、Ｒ4で示される、エステル基のエーテル結合のα－炭素
又はβ－炭素が分岐鎖を有する炭化水素基又は環状炭化水素としては、次の式（２ａ）又
は（２ｂ）で示される基が挙げられる。
【００２９】
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【化１】

【００３０】
（式中、Ｒ5は水素原子又は、炭素数１～１４のアルキルもしくは、アルケニル基を示す
か、あるいはＲ6もしくはＲ7の炭素原子との間に不飽和結合を形成し、Ｒ6及びＲ7はそれ
ぞれ炭素数１～１４のアルキル又はアルケニル基を示すか、Ｒ5とＲ6が一緒になって炭素
数４～８の飽和又は不飽和の環状炭化水素基（ここで環状炭化水素はアルキル又はアルケ
ニル基が置換していてもよい）を形成する。）
【００３１】
　式（２）の化合物の例としては、ギ酸又は酢酸のテルペン系エステル類、ギ酸又は酢酸
の脂肪族エステル類及びギ酸又は酢酸の芳香族エステル類が挙げられる。式（２）のギ酸
又は酢酸のテルペン系エステル類としては、ギ酸リナリル、ギ酸シトロネリル、ギ酸ゲラ
ニル、ギ酸ネリル、ギ酸ロジニル、ギ酸テルピニル、ギ酸セドリル、ギ酸カリオフィレン
、酢酸オシメニル、酢酸シトロネリル、酢酸ラバンジュリル、酢酸イソジヒドロラバンジ
ュリル、酢酸ネロリドール、酢酸ゲラニル、酢酸リナリル、酢酸ミルセニル、酢酸ジヒド
ロミルセニル、酢酸ロジニル、酢酸ネリル、酢酸テトラヒドロムゴール、酢酸エチルリナ
リル、酢酸カルビル、酢酸ジヒドロカルビル、酢酸ジヒドロクミニル、酢酸テルピニル、
酢酸ジヒドロターピニル、酢酸イソプレゴール、酢酸メンチル、酢酸ジヒドロテルペニル
（酢酸メンタニル）、酢酸シトリル、酢酸ミルテニル、酢酸ノピル、酢酸フェンキル、酢
酸ｎ－ボルニル、酢酸イソボルニル、酢酸グアイル、酢酸セドリル、酢酸ベンベリル、カ
リオフィレンアセテート、酢酸サンタリル、酢酸ベチベリル、酢酸グアヤック等が挙げら
れる。好ましくは、酢酸リナリルである。
【００３２】
　ギ酸又は酢酸の脂肪族エステル類としては、アファルマート（IFF商品名）、ギ酸オキ
シオクタリン、酢酸イソプロピル、酢酸イソブチル、酢酸３－オクチル、酢酸シクロヘキ
シル、酢酸ｐ－ｔ－ブチルシクロヘキシル、酢酸２，４－ジメチル－３－シクロヘキセニ
ルメチル、酢酸α，３，３－トリメチルシクロヘキサンメチル（ロザムスク；IFF商品名
）、酢酸ｏ－ｔ－ブチルシクロヘキシル、酢酸ｌ－エチルシクロヘキシル、酢酸トリシク
ロデセニル、酢酸２，４－ジメチル－シクロヘキセン－１－メタニル（フロラレート；IF
F商品名）、酢酸デカヒドロ－β－ナフチル、１－アセトキシ－２－sec－ブチル－１－ビ
ニルシクロヘキサン、酢酸トリシクロデシル、酢酸テトラヒドロフルフリル、酢酸３－ペ
ンチルテトラヒドロピラニル（ジャスマール；IFF商品名）、酢酸５－メチル－３－ブチ
ルテトラヒドロピラニル（ジャスメリア；IFF商品名）、アセト酢酸エチル、２－ヘキシ
ルアセト酢酸エチル、シクロペンチリデン酢酸メチル、シクロヘキシル酢酸アリル、シク
ロヘキセニル酢酸イソプロピル、ｏ－ｔ－ブチルシクロヘキシルアセテート等が挙げられ
る。好ましくは、酢酸トリシクロデセニル、ｏ－ｔ－ブチルシクロヘキシルアセテートで
ある。
【００３３】
　ギ酸又は酢酸の芳香族エステル類としては、ギ酸ベンジル、酢酸メチルフェニルカルビ
ニル、酢酸スチラリル、酢酸ｐ－メチルベンジル、酢酸アニシル、酢酸ピペロニル、アセ
チルバニリン、ローズフェノン、酢酸ヒドラトロピル、酢酸２，４－ジメチルベンジル、
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酢酸クミニル、酢酸ジメチルベンジルカルビニル、酢酸ヘリオトロピル、酢酸オイゲノー
ル、酢酸イソオイゲノール、フェニルグリコールジアセテート、酢酸ジメチルフェニルカ
ルビニル、酢酸フェニルエチルメチルエチルカルビニル、ベチコールアセテート、酢酸α
－アミルシンナミル、酢酸デカヒドロ－β－ナフチル、酢酸フルフリル等が挙げられる。
【００３４】
　成分（Ｂ）（ii）の含有量は、香料組成物中０．００１～８０質量％、好ましくは１～
８０質量％、特に好ましくは１．５～６０質量％である。
【００３５】
　成分（Ｂ）（iii）ラクトン類としては、総炭素数５～１４のラクトン類、例えば式（
３）
【００３６】
【化２】

【００３７】
（式中、Ｒ8は炭素数４～１３の炭化水素基を示す）
で表される化合物が挙げられる。
　式（３）中、Ｒ8で示される炭化水素基としては、直鎖又は分岐鎖の炭化水素であって
、一部に環状炭化水素基が含まれていてもよい。具体的には、直鎖又は分岐鎖のアルキレ
ン基、アルケニレン基が挙げられ、芳香環を含んでいてもよい。
【００３８】
　式（３）の化合物の例としては、γ－ブチロラクトン、γ－バレロラクトン、アンゲリ
カラクトン、γ－ヘキサラクトン、γ－ヘプタラクトン、γ－オクタラクトン、γ－ノナ
ラクトン、３－メチル－４－オクタノライド（ウイスキーラクトン）、γ－デカラクトン
、γ－ウンデカラクトン、γ－ドデカラクトン、γ－ジャスモラクトン（７－デセノラク
トン）、δ－ヘキサラクトン、４，６，６（４，４，６）－トリメチルテトラヒドロピラ
ン－２－オン、δ－オクタラクトン、δ－ノナラクトン、２Ｈ－１－ベンゾピラン－２－
オン、δ－デカラクトン、δ－２－デセノラクトン、δ－ウンデカラクトン、δ－ドデカ
ラクトン、δ－トリデカラクトン、δ－テトラデカラクトン、ラクトスカトン、ε－デカ
ラクトン、ε－ドデカラクトン、シクロヘキシルラクトン、ジャスミンラクトン、シスジ
ャスモンラクトン、メチルγ－デカラクトン、テトラヒドロ－６－（３－ペンテニル）－
２Ｈ－ピラン－２－オン、（Ｅ）－デカ－８－エン－５－オリド（ジャスモラリトン；Fi
rmenich商品名）、テトラヒドロ－６－（３－ヘキセニル）－２Ｈ－ピラン－２－オン、
（Ｚ）－ウンデカ－８－エン－５－オリド（ジャスモラクトン；Bedoukian商品名）、メ
ンタラクトン、メチルジヒドロシャスモネート等が挙げられる。好ましくは、γ－オクタ
ラクトン、γ－ノナラクトン、γ－デカラクトン、γ－ウンデカラクトン、γ－ドデカラ
クトン、γ－ジャスモラクトン（７－デセノラクトン）、δ－オクタラクトン、δ－ノナ
ラクトン、２Ｈ－１－ベンゾピラン－２－オン、δ－デカラクトン、δ－２－デセノラク
トン、δ－ウンデカラクトンが挙げられる。
【００３９】
　成分（Ｂ）（iii）の含有量は、香料組成物中０．００１～８０質量％、好ましくは０
．００１～６０質量％、特に好ましくは０．００２～４０質量％である。
【００４０】
　成分（Ｂ）（iv）環状又は鎖状骨格を有する総炭素数５～１４のケトン化合物としては
、テルペン系ケトン類、脂肪族鎖状ケトン類、脂肪族環状ケトン類が挙げられる。
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【００４１】
　テルペン系ケトン類としては、カンファー、カルボン、ジヒドロカルボン、プレゴン、
メントン、ピペリテノン、ジオスフェノール、フェンコン、ベルベノン、ゲラニルアセト
ン、ファルネシルアセトン、アセチルセドレン（セドリルメチルケトン）、オキソセドラ
ン（セドラノン、セドレノン）、アセチルカリオフィレン、イソロンギホラノン（イソロ
ンギホランケトン）、ヌートカトン、ヨノン、プソイドヨノン、メチルヨノン、アリルヨ
ノン、イロン、ダマスコン、ダマセノン、イソダマスコン、１－（３，３－ジメチル－６
（１）－シクロヘキセン－１－イル）－ペンタ－４－エン－１－オン（ダイナスコン）、
トリメチルシクロヘキセニルブテノン（イリトン；IFF商品名）等が挙げられる。好まし
くは、ヨノン、ダマスコン、ダマセノン、イソダマスコン、１－（３，３－ジメチル－６
（１）－シクロヘキセン－１－イル）－ペンタ－４－エン－１－オン（ダイナスコン）で
ある。
【００４２】
　脂肪族鎖状ケトン類としては、アセトイン、ジアセチル、メチルアミルケトン、エチル
アミルケトン、２－ペンタノン、３－ヘキサノン、２－ヘプタノン、３－ヘプタノン、４
－ヘプタノン、３－オクタノン、２－ノナノン、３－ノナノン、２－ウンデカノン、メチ
ルイソプロピルケトン、メチルヘキシルケトン、メチルノニルケトン、メチルヘプテノン
、エチルイソアミルケトン、２－トリデカノン、メシチルオキサイド、ブチリデンアセト
ン、メチルヘプタジエノン、ジメチルオクテノン、メチレンテトラメチルヘプタノン（コ
アボン；IFF商品名）、５－ヒドロキシ－４－オクタノン（ブチロイン）、３－ヒドロキ
シメチル－２－ノナノン、２，３－ペンタンジオン、２，３－ヘキサンジオン、３，４－
ヘキサンジオン、２，３－ヘプタンジオン、アセチルイソバレリル、２－ブチル－１，４
－ジオキサスピロ［４．４］ノナン（ジャスモン；Henkel商品名）、２，２，５，５－テ
トラメチル－４－イソプロピル－１，３－ジオキサン等が挙げられる。
【００４３】
　脂肪族環状ケトン類としては、アミルシクロペンタノン、アミルシクロペンテノン、２
－シクロペンチルシクロペンタノン、ヘキシルシクロペンタノン、ブチルシクロペンタノ
ン、マルトール、エチルマルトール、２，５－ジメチル－４－ヒドロキシフラノン、４，
５－ジメチル－３－ヒドロキシ－５Ｈ－フラン－２－オン（シュガーラクトン；曽田香料
（株）商品名）、ｏ－ｔ－ブチルシクロヘキサノン、ｐ－ｔ－ブチルシクロヘキサノン、
ヘプチルシクロペンタノン、ジヒドロジャスモン、シス－ジャスモン、イソジャスモン、
２，２，５－トリメチル－５－ペンチルシクロペンタノン、３－メチル－５－（２，３，
３－トリメチル－３－シクロペンテニル）－３－ペンテン－２－オン（サンデックス；Gi
vaudan-Roure商品名）、シクロテン、３，５－ジメチル－１，２－シクロペンタジオン、
３，４－ジメチル－１，２－シクロペンタジオン、３，３－ジメチルシクロヘキシルメチ
ルケトン、１－アセチル－３，３－ジメチル－１－シクロヘキセン、２－sec－ブチルシ
クロヘキサノン、３－メチル－５－プロピル－２－シクロヘキセノン、クリプトン、ｐ－
ｔ－ペンチルシクロヘキサノン、２，３，５－トリメチル－４－シクロヘキセニル－１－
メチルケトン（メチルシクロシトロン；IFF商品名）、ｐ－メンテン－６－イルプロパノ
ン（ネロン；Givaudan-Roure商品名）、４－シクロヘキシル－４－メチル－２－ペンタノ
ン、シクロヘキセニルシクロヘキサノン、２，４－ジ－ｔ－ブチルシクロヘキサノン（シ
クロウッド；高砂香料工業（株）商品名）、３－メチル－４－（２，４，６－トリメチル
－３－シクロヘキセニル）－３－ブテン－２－オン（メチルイリトン；IFF商品名）、ア
リルヨノン、２，６，６－トリメチル－２－シクロヘキサン１，４－ジオン、２－アセチ
ル－３，３－ジメチルノルボルナン、６－エチリデンオクタヒドロ－５，８－メタノ－２
Ｈ－１－ベンゾピラン－２－オン（フロレックス；IFF商品名）、４－メチルトリシクロ
［６．２．１．０2,7］ウンデカン－５－オン（プリカトン；Firmenich商品名）、６，７
－ジヒドロ－１，１，２，３，３－ペンタメチル－４（５Ｈ）－インダノン（カシュメラ
ン；IFF商品名）、４（５）－アセチル－７，７，９－トリメチルビシクロ［４．３．０
］－１－ノネン（アトリノン；Henkel商品名）、アセチルイソプロピルメチルビシクロオ
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クテン、エトキシビニルテトラメチルシクロヘキサノン、ジヒドロペンタメチルインダノ
ン、７－アセチル－１，２，３，４，５，６，７，８－オクタヒドロ－１，１，６，７－
ナフタレン（イソ・イー・スーパー；IFF商品名）、２，６，７－トリメチル－１－アセ
チル－２，５，９－シクロドデカトリエン（トリモフィクス；IFF商品名）、アセチルセ
ドレン［エタノン，１－（２，３，４，７，８，８ａ－ヘキサハイドロ－３，６，８，８
－テトラメチル－１Ｈ－３ａ，７－メタノアズレン－５－イル）－］等が挙げられる。
　好ましくは、７－アセチル－１，２，３，４，５，６，７，８－オクタヒドロ－１，１
，６，７－ナフタレン（イソ・イー・スーパー；IFF商品名）である。
【００４４】
　成分（Ｂ）（iv）の含有量は、香料組成物中０．００１～８０質量％、好ましくは、０
．０１～５０質量％、特に好ましくは、０．１～３０質量％である。
【００４５】
　成分（Ｂ）（ｖ）アルデヒド類としては、総炭素数５～１４のアルデヒド類、例えば次
の式（４）
【００４６】
　　Ｒ9－ＣＨＯ　　　（４）
【００４７】
（式中、Ｒ9は炭素数４～１３の炭化水素基であって、炭素－炭素結合の間に酸素原子又
は窒素原子が挿入されていてもよい直鎖、分岐鎖又は環状の基を示す）で表される化合物
が挙げられる。
【００４８】
　Ｒ9で示される基としては、直鎖、分岐鎖又は環状の炭化水素基及び炭素－炭素結合の
間に酸素原子又は窒素原子が挿入された直鎖、分岐鎖又は環状の炭化水素基を有する基が
挙げられる。ここで、炭化水素基には飽和及び不飽和のものが含まれ、環状炭化水素には
、飽和、不飽和及び芳香族の環状炭化水素基が含まれる。また、炭素－炭素結合の間に挿
入される原子としては、酸素原子、窒素原子が挙げられるが、酸素原子が好ましい。酸素
原子を含む好ましい結合形態は鎖状エーテル及び環状エーテルを含むエーテル結合である
。
【００４９】
　Ｒ9の好ましい例としては、アルキル基、アルケニル基、環状炭化水素基、環状炭化水
素基－アルキル基、環状炭化水素基－アルケニル基、芳香族炭化水素基、芳香族炭化水素
－アルキル基、芳香族炭化水素－アルケニル基、モノ又はテルペン系基で挙げられる。
【００５０】
　成分（Ｂ）（ｖ）アルデヒド類の例としては、ウンデセナール、ヘプタナール、オクタ
ナール、ウンデカナール、ドデカナール、２－メチルウンデカナール、シトラール、ゲラ
ニアール、ネラール、シトロネラール、３，７－ジメチルオクタナール（テトラヒドロシ
トラール）、ヒドロキシシトロネラール、メトキシシトロネラーヒル、α－メチレンシト
ロネラール（ベルガマル；IFF商品名）、ペリラアルデヒド、メトキシジヒドロシトロネ
ラール、シトロネリルオキシアセトアルデヒド、ゲラニルオキシアセトアルデヒド、ミル
テナール、カリオフィレンアルデヒド、３－エトキシ－４－ハイドロキシ－ベンズアルデ
ヒド、４－ハイドロキシ－３－メトキシベンズアルデハイド等が挙げられる。好ましくは
、ウンデセナール、ヘプタナール、オクタナール、ウンデカナール、ドデカナール、２－
メチルウンデカナールである。
【００５１】
　成分（Ｂ）（ｖ）の含有量は、香料組成物中０．００１～８０質量％、好ましくは０．
０１～７０質量％、特に好ましくは０．１～５０質量％である。
【００５２】
これらの成分（Ｂ）は、１種又は２種以上を用いてもよい。また、成分（Ｂ）の含有量は
、香り立ち、嗜好性の向上の観点から、香料組成物中０．００１～８０質量％が好ましい
。
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【００５３】
　成分（Ｃ）総炭素数５～１５の炭化水素としては、テルペン系炭化水素類、例えばα－
ピネン、β－ピネン、カンフェン、ミルセン、ジヒドロミルセン、リモネン、ジペンテン
、テルピネン、テルピノーレン、カレン、アロオシメン、オシメン、α－フェランドレン
、ｐ－サイメン、β－カリオフィレン、β－ファルネセン、ビザボレン、セドレン、カジ
ネン、バレンセン、ツヨプセン、グアイエン、ロンギホレン等が挙げられる。好ましくは
、α－ピネン、β－ピネン、リモネンである。
【００５４】
　これら成分（Ｃ）は、１種以上を用いてもよいが２種以上を用いるのが好ましい。成分
（Ｃ）の香料組成物中の含有量は、用いる成分の種類、組み合せによって異なるが、酸臭
マスキングに充分な量と他の素材とのバランス、さらに、香り立ち、嗜好性の向上の点か
ら、０．００１～９０質量％、さらに０．０１～７０質量％、特に０．１～４０質量％が
好ましい。
【００５５】
　本発明香料組成物には、前記成分以外に成分（Ｄ）硫黄含有化合物を含有させるのが、
香り立ちの良さを引き立て、フレッシュ感を向上させ、香りの質感を明瞭にする点から好
ましい。当該硫黄化合物としては、チオール化合物、スルフィド化合物、ジスルフィド化
合物、チオアルデヒド化合物、環状チオエーテル化合物等の有機硫黄化合物が挙げられる
。具体例としては、プロピルメルカプタン、イソプロピルメルカプタン、２－メチル－３
－ブタンチオール、アリルメルカプタン、イソアミルメルカプタン、チオゲラニオール、
リモネンチオール、８－メルカプトメントン（スルフォックス）、フェニルメルカプタン
、ｏ－チオクレゾール、２－エチルチオフェノール、２－ナフチルメルカプタン、フルフ
リルメルカプタン、２－メチル－３－フランチオール、ジメチルスルフィド、ジメチルジ
スルフィド、ジメチルトリスルフィド、メチルプロピルジスルフィド、メチルプロピルト
リスルフィド、プロピルジスルフィド、ジプロピルトリスルフィド、ジアリルトリスルフ
ィド、ジアリルジスルフィド、ジブチルスルフィド、メチオノール、３－メチルチオ－１
－ヘキサノール、メチオナール、メントスリフィド、ジチオスピロラクトン、フルフリル
メチルスルフィド、２－メチル－５－メチルチオフラン、メチルフリルジスルフィド、フ
ルフリルジスルフィド、チオフェン、テトラヒドロチオフェン、３－チオフェンカルボキ
シアルデヒド、５－メチル－２－チオフェンカルボキシアルデヒド、テトラヒドロチオフ
ェン－３－オン、トリチオアセトン、２－メチル－４－プロピル－１，３－オキサチアン
、チオグリコール酸、エチルチオ酢酸メチル、メチルチオ酢酸エチル、２－メチルメルカ
プトプロピオン酸、パイナップルメルカプタン、３－メチルチオプロピオン酸エチル、チ
オ酢酸エチル、チオ酢酸フルフリル、チオプロピオン酸フルフリル、チオ酪酸メチル、メ
チルメタンチオスルフォネート、イソチオシアン酸アリル、イソチアン酸ベンジル、チア
ルジン、２－メチル－４－プロピル－１，３－オキサチアン、ｐ－メンタン－８－チオー
ル－３－オン、ｐ－メンテン－８－チオール、β－メチルチオプロピオン酸メチル等が挙
げられる。
【００５６】
　当該硫黄化合物の香料組成物中の含有量は、酸臭マスキングに充分な量と他の素材との
バランスの点から０．００００１～１質量％、さらに０．０００１～０．５質量％、特に
０．０００２～０．４質量％が好ましい。
【００５７】
　さらに本発明の香料組成物には、１－（２－ｔ－ブチルシクロヘキシルオキシ）－２－
ブタノール、ドデカハイドロ－３α，６，６，９α－テトラメチル－ナフト［２．１－ｂ
］フラン、２－エトキシナフタレン、２－メトキシナフタレン、１Ｈ－３ａ，７－メタノ
アズレン，オクタハイドロ－６－メトキシ－３，６，８，８－テトラメチル－［３Ｒ－（
３α，３ａβ，６β，７β，８ａα）］、２－オキシビシクロ［２．２．２］オクタン，
１，３，３－トリメチル、３，７－ジメチル－２，６－オクタジエンニトリル、４，４ａ
，５，９ｂ－テトラハイドロインデノ［１，２ｄ］－１，３－ジオキシン、テトラハイド
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ロ－４－メチル－２－（２－メチル－１－プロペニル）－２Ｈ－ピラン、シクロヘキサノ
ール、３－（５，５，６－トリメチル ビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－イル）－シ
クロヘキサノール、２－トリデセンニトリル、２－メトキシ－４－アリルフェノール、３
－メチル－５－フェニル－１－ペンタノール、２－メチル－４－（２，２，３－トリメチ
ル－３－シクロペンテン－１－イル）－２－ブテン－１－オールを含有させることができ
る。香りに特徴付ける観点から、これらの含有量は、香料組成物中０．００１～５０質量
％が好ましい。
　この他、本発明の香料組成物には、アルコール類、多価アルコール類、エーテル類を含
有させることができる。
【００５８】
　さらに、本発明は、酸性毛髪化粧料系、特に酸性シャンプーにおいて安定な香料素材を
含むものであり、かつ、泡での香り立ち、瓶口での香り立ち、残香性の良い香料を含むも
のである。成分（Ｅ）に含まれる香料素材は泡での香り立ちがよいことを主たる特徴とす
るものであり、成分（Ｆ）に含まれる香料素材は、瓶口での香り立ちがよいことを主たる
特徴とするものであり、成分（Ｇ）に含まれる香料素材は、残香性の良いことを主たる特
徴とするものである。成分（Ｅ）、（Ｆ）、（Ｇ）から任意に選択される香料を組み合わ
せることによって、泡での香り立ち、瓶口での香り立ち、残香性の良い香料というバラン
スのよくて優れた香料組成物が得られる。
【００５９】
　本発明の香料組成物が配合された毛髪化粧料の使用時に香り立ちをよくするという観点
から香料組成物における成分（Ｅ）の含有量は、１０質量％～７０質量％であり、好まし
くは１０質量％～６０質量％であり、１５質量％～６０質量％が特に好ましい。瓶口の香
りを良くするという観点から、（Ｆ）の含有量は、５質量％～６０質量％であり、好まし
くは５質量％～５５質量％であり、１０質量％～５０質量％が特に好ましい。（Ｇ）の含
有量は残香における香りを良くするという観点から、１０質量％～７０質量％であり、好
ましくは１０～６０質量％であり、１０質量％～５０質量％が特に好ましい。
【００６０】
　本発明においては、前記の香料組成物を含有する毛髪化粧料とすることができる。本発
明の香料組成物は、高温条件下における長期安定性に優れるとともに、酸性の毛髪化粧料
特有の臭いをマスキングするので、酸性毛髪化粧料、好ましくはｐＨ１～５、より好まし
くはｐＨ２～４（特に３～４）の毛髪化粧料用の香料組成物として有用である。当該ｐＨ
１～５の本発明の毛髪化粧料としては、ｐＨ１～５の毛髪洗浄料、リンス、トリートメン
ト、コンディショナー、ヘアパック、ヘアクリーム、スタイリング剤、ヘアトニック、育
毛剤、ヘアコロン等が挙げられ、ヘアマニキュア、ヘアダイ、パーマ剤を除いたものであ
る。このうち、シャンプー、コンディショニングシャンプーなどの毛髪洗浄料、ヘアリン
ス等の洗い流して使用するものが好ましい。なお、ｐＨ１～５（２５℃）の毛髪化粧料と
は、毛髪化粧料の原液を水で２０倍希釈した場合のｐＨが１～５である毛髪化粧料である
。
【００６１】
　ｐＨ１～５の毛髪化粧料は、ｐＨを１～５に調整する以外は、通常の毛髪化粧料と同様
の組成にすればよい。従って、洗浄成分である界面活性剤の他、必要に応じて油剤、コン
ディショニング剤、保湿剤、増粘剤、粘度調整剤、乳濁剤、色素、安定化剤、紫外線吸収
剤、防腐剤、ｐＨ調整剤等が配合される。ここで界面活性剤としては、アニオン界面活性
剤、非イオン界面活性剤、両性界面活性剤が挙げられる。アニオン界面活性剤としては、
ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸塩、ポリオキシエチレンアルケニルエーテル硫
酸塩、アルキル硫酸塩、ポリオキシアルキレンアルキルフェニルエーテル硫酸塩等が挙げ
られ、特に、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸塩、アルキル硫酸塩の硫酸系アニ
オン界面活性剤；スルホコハク酸アルキルエステル塩、ポリオキシアルキレンスルホコハ
ク酸アルキルエステル塩、高級脂肪酸塩、アルカンスルホン酸塩等のスルホン酸系（sulf
onates）及びカルボン酸系（carboxylates）のものが挙げられる。
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【００６２】
　非イオン界面活性剤としては、ポリオキシアルキレンソルビタン脂肪酸エステル類、ポ
リオキシアルキレンソルビット脂肪酸エステル類、ポリオキシアルキレングリセリン脂肪
酸エステル類、ポリオキシアルキレン脂肪酸エステル類、ポリオキシアルキレンアルキル
エーテル類、ポリオキシアルキレンアルキルフェニルエーテル類、ポリオキシアルキレン
（硬化）ヒマシ油類、ショ糖脂肪酸エステル類、ポリグリセリンアルキルエーテル類、ポ
リグリセリン脂肪酸エステル類、脂肪酸アルカノールアミド、アルキルグリコシド類等が
挙げられる。このうち、アルキルグリコシド類、ポリオキシアルキレン（Ｃ８～Ｃ２０）
脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレン硬
化ヒマシ油、脂肪酸アルカノールアミドが好ましい。脂肪酸アルカノールアミドとしては
、炭素数８～１８、特に炭素数１０～１６のアシル基を有するものが好ましい。また、脂
肪酸アルカノールアミドとしては、モノアルカノールアミド、ジアルカノールアミドのい
ずれでもよく、炭素数２～３のヒドロキシアルキル基を有するものが好ましく、例えばオ
レイン酸ジエタノールアミド、パーム核油脂肪酸ジエタノールアミド、ヤシ油脂肪酸ジエ
タノールアミド、ラウリン酸ジエタノールアミド、ポリオキシエチレンヤシ油脂肪酸モノ
エタノールアミド、ヤシ油脂肪酸モノエタノールアミド、ラウリン酸イソプロパノールア
ミド、ラウリン酸モノエタノールアミド等が挙げられる。
【００６３】
　両性界面活性剤としては、ベタイン系界面活性剤等が挙げられる。このうち、アルキル
ジメチルアミノ酢酸ベタイン、脂肪酸アミドプロピルベタイン等のベタイン系界面活性剤
がより好ましく、脂肪酸アミドプロピルベタインが特に好ましい。脂肪酸アミドプロピル
ベタインは、炭素数８～１８、特に炭素数１０～１６のアシル基を有するものが好ましく
、特にラウリン酸アミドプロピルベタイン、パーム核油脂肪酸アミドプロピルベタイン、
ヤシ油脂肪酸アミドプロピルベタイン等が好ましい。
【００６４】
　当該界面活性剤は毛髪化粧料中に１～５０質量％、さらに８～３０質量％、特に１０～
２２質量％含有するのが好ましい。
　カチオン界面活性剤としては、モノ長鎖アルキル四級アンモニウム塩が好ましく、具体
的には、塩化セチルトリメチルアンモニウム、塩化ステアリルトリメチルアンモニウム、
塩化アラキルトリメチルアンモニウム、塩化ベヘニルトリメチルアンモニウム等が挙げら
れ、特に塩化ベヘニルトリメチルアンモニウムが好ましい。また、カチオン界面活性剤は
、三級アミンと後述の有機酸を配合することにより形成されるものであってもよい。
【００６５】
　油分としては、高級アルコール、ラノリン類、流動パラフィン、高級脂肪酸、エステル
油、シリコーン類が挙げられる。ここでシリコーン類としては、例えば以下に示すものが
挙げられる。
【００６６】
　（１）ジメチルポリシロキサン
　例えば下記一般式で表されるものが挙げられる。
【００６７】
　(Ｍｅ)3ＳｉＯ－[(Ｍｅ)2ＳｉＯ]d－Ｓｉ(Ｍｅ)3
〔式中、Ｍｅはメチル基を示し、ｄは３～２００００の数を示す。〕
【００６８】
　（２）アミノ変性シリコーン
　各種のアミノ変性シリコーンが使用できるが、特に平均分子量が約３０００～１０００
００の、アモジメチコーン（Amodimethicone）の名称でＣＴＦＡ辞典（米国，Cosmetic I
ngredient Dictionary）第３版中に記載されているものが好ましい。このアミノ変性シリ
コーンは水性乳濁液として用いるのが好ましく、市販品としては、SM8704C（東レ・シリ
コーン社製）、DC929（ダウ・コーニング社製）等が挙げられる。
【００６９】
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　（３）その他のシリコーン類
　上記以外に、ポリエーテル変性シリコーン、メチルフェニルポリシロキサン、脂肪酸変
性シリコーン、アルコール変性シリコーン、アルコキシ変性シリコーン、エポキシ変性シ
リコーン、フッ素変性シリコーン、環状シリコーン、アルキル変性シリコーン等が挙げら
れる。
　当該油分は、毛髪化粧料中に０．０５～１０質量％、さらに０．１～５質量％、特に０
．３～２質量％含有するのが好ましい。
【００７０】
　コンディショニング剤としては、カチオン性ポリマーが好ましい。カチオン性ポリマー
としては、例えばカチオン化セルロース誘導体、カチオン性澱粉、カチオン化グアーガム
誘導体、ジアリル四級アンモニウム塩のホモポリマー、ジアリル四級アンモニウム塩／ア
クリルアミド共重合物、四級化ポリビニルピロリドン誘導体、ポリグリコールポリアミン
縮合物、ビニルイミダゾリウムトリクロライド／ビニルピロリドン共重合体、ヒドロキシ
エチルセルロース／ジメチルジアリルアンモニウムクロライド共重合体、ビニルピロリド
ン／四級化ジメチルアミノエチルメタクリレート共重合体、ポリビニルピロリドン／アル
キルアミノアクリレート共重合体、ポリビニルピロリドン／アルキルアミノアクリレート
／ビニルカプロラクタム共重合体、ビニルピロリドン／メタクリルアミドプロピル塩化ト
リメチルアンモニウム共重合体、アルキルアクリルアミド／アクリレート／アルキルアミ
ノアルキルアクリルアミド／ポリエチレングリコールメタクリレート共重合体、アジピン
酸／ジメチルアミノヒドロキシプロピルエチレントリアミン共重合体（米国サンドス社製
カルタレチン）、特開昭５３－１３９７３４号公報、特開昭６０－３６４０７号公報に記
載されているカチオン性ポリマー等が挙げられ、特にカチオン化セルロース誘導体、カチ
オン化グアーガム誘導体が好ましい。当該コンディショニング剤は、毛髪化粧料中に０．
０５～５質量％、さらに０．１～３質量％、特に０．３～１質量％含有するのが好ましい
。
【００７１】
　本発明の毛髪化粧料には、ツヤやまとまりといった毛髪の仕上がり感の向上のため、更
に有機酸を配合することができる。有機酸としては、モノカルボン酸、ジカルボン酸、ヒ
ドロキシカルボン酸、ポリカルボン酸等のカルボン酸、アルキルリン酸等が挙げられ、こ
のうちカルボン酸、特にジカルボン酸、ヒドロキシカルボン酸が好ましい。ジカルボン酸
としては、マロン酸、コハク酸、グルタル酸、アジピン酸、マレイン酸、フマル酸、フタ
ル酸等が挙げられ、ヒドロキシカルボン酸としては、グリコール酸、乳酸、ヒドロキシア
クリル酸、オキシ酪酸、グリセリン酸、リンゴ酸、酒石酸、クエン酸等が挙げられる。な
かでもα－ヒドロキシカルボン酸、特に乳酸、リンゴ酸が好ましい。
【００７２】
　有機酸は２種以上を併用してもよく、またその含有量は、本発明の毛髪化粧料中の０．
０５～１０質量％が好ましく、更には０．１～５質量％、特に０．５～１質量％が好まし
い。
【００７３】
　本発明の毛髪化粧料には、感触及び洗髪後のツヤ感の向上のため、更に芳香族アルコー
ルを含有させてもよい。芳香族アルコールとしては、ベンジルアルコール、ベンジルオキ
シエタノール、フェノキシエタノール等が挙げられ、特にベンジルアルコール、ベンジル
オキシエタノールが好ましい。
【００７４】
　芳香族アルコールは２種以上を併用してもよく、またその含有量は、本発明の毛髪化粧
料中の０．０１～２０質量％が好ましく、更には０．１～１０質量％、特に０．５～５質
量％が好ましい。
　本発明のｐＨ１～５の毛髪化粧料は、ｐＨを１～５に調整する以外は通常の毛髪化粧料
と同様にして製造できる。
【実施例】
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【００７５】
　実施例中、％は質量％を、部は質量部を示す。
実施例Ａ　コンディショニングシャンプー
　表１の組成の未賦香コンディショニングシャンプー（ｐＨ３．７）を調製し、これに表
２、表３記載の香料組成物１～１２を０．５質量％賦香し、コンディショニングシャンプ
ーとした。それぞれの試料を５０ｍｌ広口規格瓶ＰＳ－０６（透明ガラス製）に２０ｇず
つはかり、５０℃の保管庫に入れた。１カ月後にそのシャンプーの液面から香る香りを専
門パネラー２名により以下の評価を行い、その評価の平均値を記載した。評価は酸臭のマ
スキング効果、安定性等を香りの拡散性、漂い方等を勘案して総合的な評価である。
評価基準として、
５：非常に優れている
４：優れている
３：製品として満足できるレベル
２：やや悪い
１：悪い
【００７６】
【表１】
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【表２】

【００７８】
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【表３】

【００７９】
　結果を表４に示す。
【００８０】
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【表４】

【００８１】
　表４に示したとおり、表１のコンディションニングシャンプー組成物に、比較例１～４
の香料組成物で賦香した場合と本発明の実施例１～８の香料組成物で賦香した場合と比較
したところ、本発明品が経時的変化及びパフォーマンス（酸臭マスキング効果）において
、顕著な効果が認められた。
　例えば、実施例２の場合、本発明の香料組成物４を含んでいるため、５０℃１ヶ月経過
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後の経時的変化が調製後１日の場合と同様「４」（優れている）であり、優れた高温にお
ける安定性を示している。また、実施例５の場合は、本発明の香料組成物７を含んでいる
ため、５０℃１ヶ月経過後の経時的変化が、調製後１日の「５」から「４．５」であり、
優れた高温における安定性を示している。
【００８２】
実施例Ｂ　　透明シャンプー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（質量％）
ポリオキシエチレン（２）ラウリルエーテル硫酸ナトリウム　　　　１０．０
ミリスチルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
カチオン化ヒドロキシエチルセルロース　　　　　　　　　　　　　　０．２
ラウリン酸アミドプロピルベタイン　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
ココイルモノエタノールアミド　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
リンゴ酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．７５
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス
　上記組成物（ｐＨ３．７）に、前記香料組成物７を０．５質量％になるように添加した
透明シャンプーは、酸臭がなく、香りが長期間維持されていた。
【００８３】
実施例Ｃ　　抗フケシャンプー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（質量％）
ポリオキシエチレン（２）ラウリルエーテル硫酸ナトリウム　　　　１０．０
ラウリル硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．５
ミリスチルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
セタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
カチオン化ヒドロキシエチルセルロース　　　　　　　　　　　　　　０．３
カチオン化グアーガム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
ココイルモノエタノールアミド　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
ジメチコーン（重合度：2000）　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
ジメチコーン（重合度：200）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．５
リンゴ酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．７
ベンジルオキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
エチレングリコールジステアレート　　　　　　　　　　　　　　　　３．０
ココイルベンザルコニウムクロライド　　　　　　　　　　　　　　　０．５
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
塩化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス
　上記組成物（ｐＨ３．７）に前記香料組成物７を０．５質量％になるように添加したシ
ャンプーは、酸臭がなく、香りが長期間維持されていた。
【００８４】
実施例Ｄ　コンディショナー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（質量％）
乳酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４
ポリプロピレングリコール（分子量４００）　　　　　　　　　　　　１
塩化ベヘニルトリメチルアンモニウム　　　　　　　　　　　　　　　１．７
塩化ステアリルトリメチルアンモニウム
ベヘニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．１
メチルポリシロキサン（SH500-5000CS）　　　　　　　　　　　　　　３
パルミチン酸イソプロピル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
ジペンタエリスリトール脂肪酸エステル　　　　　　　　　　　　　　０．１
ベンジルオキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
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ヒドロキシエチルセルロース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
ポリエチレングリコール（分子量１０万）
４８％水酸化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス
　上記組成物（ｐＨ３．３）に前記香料組成物７を０．５質量％になるように添加したコ
ンディショナーは、酸臭がなく、香りが長期間維持されていた。
【００８５】
実施例Ｅ
　それぞれの香料に対して、以下に示す評価方法、評価基準に従って評価を行った。
＜評価方法と評価基準＞
ａ．泡での香り立ち
（１）評価方法
１．各香料０．５ｇをシャンプー基剤９９．５ｇ（０．５質量％）に賦香する。
２．翌日、調整したシャンプー基剤０．５ｇを１００ｃｃの容器にはかり採り水を加えて
１０ｇとし、５％水溶液を得る。
３．これを市販の電動泡立て器を用いて１分間泡立てる。
４．泡から香ってくる香りを下記のような基準に沿って評価する。
（２）評価基準
５：香り立ちは非常に良く、基剤臭（酸臭）を完全にマスキングしている。
４：香り立ちが良く、基剤臭（酸臭）を良くマスキングしている。
３：香り立ちは良いが、基剤臭（酸臭）のマスキングがやや不充分である。
２：香りは立つが、基剤臭（酸臭）がする
１：香り立ちが悪く、基剤臭（酸臭）がする。
【００８６】
ｂ．ビン口での香り立ち
（１）評価方法
１．各香料０．５ｇをシャンプー基剤９９．５ｇ（０．５質量％）に賦香する。
２．容量５０ｇのガラス瓶（広口規格瓶ＰＳ－０６・透明ガラス製）に上記で調整したシ
ャンプーを２０ｇずつ入れて蓋をする。
３．翌日、蓋を取り、立ち上ってくる香りを評価する。
（２）評価基準
５：香り立ちは非常に良く、基剤臭（酸臭）を完全にマスキングしている。
４：香り立ちが良く、基剤臭（酸臭）を良くマスキングしている。
３：香り立ちは良いが、基剤臭（酸臭）のマスキングがやや不充分である。
２：香りは立つが、基剤臭（酸臭）がする
１：香り立ちが悪く、基剤臭（酸臭）がする。
【００８７】
ｃ．残香性
（１）評価方法
１．　各香料０．５ｇをシャンプー基剤９９．５ｇ（０．５質量％）に賦香する。
２．翌日、調整済みの賦香サンプル２．５ｇをかもじに塗布する。
３．洗浄１分、すすぎ（流水）１分を行いタオルで軽く乾燥する。
４．自然乾燥させ、１日後の香りを評価する。
（２）評価基準
５：香りが非常に良く残る。基剤臭のマスキングが充分である。
４：香りが良く残り、基剤臭のマスキングが充分である。
３：香りが残るが、基剤臭のマスキングがやや不充分である。
２：香りが非常に弱くしか残らず、基剤臭のマスキングが不充分
１：香りが全く残らない。
【００８８】
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ｄ．香りの経時変化（安定性）
（１）評価方法
　酸性シャンプー基剤に香料組成物を配合し、０℃と、５０℃の恒温槽に１ヶ月間保存し
、１ヶ月後に各サンプルを室温に戻した後、０℃のサンプルの香りを標準として５０℃の
サンプルの香りを以下の基準で評価。パネル３～６名で評価し、平均値を０．５刻みで表
示した。
（２）評価基準
５：標準品（０℃）に比べて、香りの質、強さともにほぼ同じである。
４：標準品に比べて、香りの質、強さともにやや変化しているが、商品の香りとして良好
である。
３：標準品に比べて、香りの質、強さが変化しているが、商品の香りとしてほぼ問題ない
。
２：標準品に比べて、香りに質、強さが明らかに変化している。
１：標準品に比べて、香りの質、強さが顕著に変化している。
【００８９】
＜評価結果＞
　上記の評価結果より、安定性が良好、かつ泡での香り立ち、瓶口での香り立ち、残香の
いずれかの項目で良好な結果であった素材を表５～８に示す。
【００９０】
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【表５】

【００９１】
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【表６】

【００９２】
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【表７】

【００９３】
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【表８】

【００９４】
実施例Ｆ：酸性シャンプー用香料組成物の処方を示す。
【００９５】
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【表９】

【００９６】
　表９に示した香料１３～１９を表１の酸性シャンプー基剤に０．５％賦香し、評価した
結果を表１０に示す。
【００９７】
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【表１０】

【００９８】
＜結果＞
　３種の全てを組み合わせた実施例９は全ての場面において香りよく、基剤の酸臭もマス
キングされており、製品としても非常に優れた香りを有しているという結果であった。成
分（Ｅ）、（Ｆ）、（Ｇ）より２種類を含む実施例１０～１２はマスキングやバランスが
全ての場面において香りよく、基剤の酸臭もマスキングされており、製品としても優れた
香りを有しているという結果であった。これに対し、成分（Ｅ）、（Ｆ）、（Ｇ）のいず
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れかのみの比較例３～５では各場面での香りのバランスがあまり良くなく、総合的に判断
しても製品の香りとして不十分であった。
【００９９】
＜香りの総合評価＞
　実施例Ｆ，Ｇの評価項目の「香りの総合評価」の基準を示す。
　「香りの総合評価」は、泡における香り立ち、瓶口での香り立ち、残香の３つの評価項
目を総合的に勘案した評価したものであり、評価基準は以下のようになる。
　　５：全ての場面においてバランスの良い香りが非常によく立ち、基剤臭も完全にマス
キングしている。
　　４：全ての場面においてバランスの良い香りが非常によく立ち、基剤臭も良くマスキ
ングしている。
　　３：全ての場面においてバランスの良い香りが非常によく立ち、基剤臭もほぼマスキ
ングしている。
　　２：いずれかの場面において香り立ちが悪く、基剤臭のマスキングが不充分である。
　　１：全ての場面において香り立ちが悪く、基剤臭のマスキングが不充分である。
【０１００】
実施例Ｇ：酸性シャンプー用香料組成物の処方を示す。
【０１０１】
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【表１１】

【０１０２】
　表１１に示した香料２０～２６を表１の酸性シャンプー基剤に０．５％賦香し、評価し
た結果を表１２に示す。
【０１０３】
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【表１２】

【０１０４】
＜結果＞
　３種の全てを組み合わせた実施例１３は全ての場面において香りよく、基剤の酸臭もマ
スキングされており、製品としても非常に優れた香りを有しているという結果であった。
成分（Ｅ）、（Ｆ）、（Ｇ）より２種類を含む実施例１４～１６はマスキングやバランス
が全ての場面において香りよく、基剤の酸臭もマスキングされており、製品としても優れ
た香りを有しているという結果であった。これに対し、成分（Ｅ）、（Ｆ）、（Ｇ）のい
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断しても製品の香りとして不十分であった。
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